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NY マーケットレポート（2017 年 7 月 27 日） 

 

NY 市場では、前日から下落が続いた反動で、ドルはアジア市場から主要通貨に対して堅調な動きが続いた。序盤に発表された米耐久財受注は、

市場予想を大きく上回る結果となったものの、変動が激しい輸送用機器を除いた指数が市場予想を下回る結果となるなど、まちまちの結果となっ

たことから、相場への影響は限定的となった。 

一方、ユーロは企業決算の悪化を受けて、欧州株が下落したことなどが影響し、ドルや円に対して軟調な動きが続いた。その後、米主要株価が

急速に下落に転じたことから、円が買われる動きとなり、ドル/円は下げに転じ、クロス円は一段の下落となった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 24.4 万件（予想 24.0 万件・前回 23.4 万件） 

前回発表の 23.3 万件から 23.4 万件に修正 

 

失業保険継続受給者数 196.4 万人（予想 195.9 万人・前回 197.7 万人） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

17/07/22・・・244,000・・・+10,000・・・244,000・・・・＊＊＊＊・・・・＊＊＊ 

17/07/15・・・234,000・・・-14,000・・・244,000・・・・1,964,000・・・・1.4％ 

17/07/08・・・248,000・・・ -2,000・・・246,000・・・・1,977,000・・・・1.4％ 

17/07/01・・・250,000・・・ +6,000・・・243,500・・・・1,949,000・・・・1.4％ 

17/06/24・・・244,000・・・ +2,000・・・242,250・・・・1,965,000・・・・1.4％ 

17/06/17・・・242,000・・・ +4,000・・・245,000・・・・1,945,000・・・・1.4％ 

17/06/10・・・238,000・・・ -7,000・・・243,250・・・・1,942,000・・・・1.4％ 

17/06/03・・・245,000・・・-10,000・・・242,000・・・・1,935,000・・・・1.4％ 

17/05/27・・・255,000・・・+20,000・・・239,750・・・・1,929,000・・・・1.4％ 

17/05/20・・・235,000・・・ +2,000・・・235,500・・・・1,919,000・・・・1.4％ 

17/05/13・・・233,000・・・ -3,000・・・241,000・・・・1,924,000・・・・1.4％ 

17/05/06・・・236,000・・・ -2,000・・・243,500・・・・1,899,000・・・・1.4％ 

受給者数は集計が 1週間遅れる 

 

米失業保険申請件数は、前週比+1.0 万件の 24.4 万件となり、3週ぶりに増加した。申請件数の 4週移動平均は、前週比変わらずの 24.4

万件。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-1.3 万人の 196.4 万人となり、2 週ぶりに減少した。受給者数の 4 週

移動平均は、前週比+4750 人の 196 万 3750 人。受給者比率は、前週と変わらず 1.4％だった。 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月米耐久財受注（前月比） 6.5％（予想 3.5%・前回 -0.1%） 

前回発表の-0.8％から-0.1％に修正 

 

6 月米耐久財受注[除輸送用機器] 0.2％（予想 0.4%・前回 0.6%） 

前回発表の 0.3％から 0.6％に修正 

 

 
出所：Bloomberg 
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出所：Bloomberg 

 

経済指標データ 

≪米耐久財受注≫ 

          6 月・・5月・・ 4 月・・3月・・ 2 月・・1月 

耐久財新規受注・・ 6.5・・-0.1・・-0.8・・ 2.4・・ 1.4・・ 0.3 

輸送機器除く・・・ 0.2・・ 0.6・・-0.4・・ 0.9・・ 0.3・・ 1.1  

国防関連除く・・・ 6.7・・ 0.4・・-0.8・・ 1.1・・ 1.9・・ 1.9 

資本財・・・・・・19.0・・-0.9・・-1.9・・ 4.7・・ 2.3・・-0.3  

輸送機器・・・・・19.0・・-1.6・・-1.6・・ 5.4・・ 3.6・・-1.2 

総受注残・・・・・ 1.3・・-0.1・・ 0.2・・ 0.3・・-0.2・・-0.3 

総在庫・・・・・・ 0.4・・ 0.1・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.2・・ 0.1  

総出荷・・・・・・ 0.0・・ 1.2・・-0.2・・-0.1・・ 0.4・・-0.1 

 

 

6 月の米耐久財受注は、前月比+6.5％の 2455 億 6800 万ドルとなり、3 ヵ月ぶりのプラスとなった。2014 年 7 月以来、2 年 11 ヵ月ぶり

の大きな増加率となった。民間航空機が大幅増となったことが全体を押し上げた。 

 

①輸送機器は+19.0％と 2014 年 7月以来の伸びとなり、民間航空機が+131.2％と 2倍以上の伸び、国防関連の航空機は-0.3％、自動車・

同部品は-0.6％となった。輸送機器を除いた受注は+0.2％。 

 

②輸送機器以外では、一次金属が+0.1％、一般機械が+0.2％、電機・家電は-1.7％だった。資本財は+19.0％と 2014 年 7 月以来の伸び

となった。資本財から 国防関連を除いた受注は+21.0％。民間設備投資の先行指標となる非国防資本財から航空機を除いたコア受注は

-0.1％、国防関連は+3.8％。 
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21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

6 月米卸売在庫（前月比） 0.6％（予想 0.3%・前回 0.4%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月カンザスシティ連銀製造業活動指数 10（予想 12・前回 11） 

 

 

出所：Bloomberg 
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1：30 

≪ 要人発言 ≫ 

ムニューシン財務長官 

 

・「3％の米 GDP 成長は実現する」 

・「NAFTA 協定に通貨操作の規定を加えることを検討」 

 

 

2：00 

≪米財務省 7年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.126％（前回 2.056％） 

最低落札利回り・・・・2.010％（前回 1.935％） 

最高利回り落札比率・・36.46％（前回 73.19％） 

応札倍率・・・・・・・2.54 倍（前回 2.46 倍） 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 10.60 ドル高の 1オンス＝1260.00 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、米 FOMC 声明の発表を受けて年内の追加利上げ観測が後退し、ドルが主要通貨に対して下落したことから、ドル建ての割安感

を背景に買いが優勢となった。終値ベースでは、6月中旬以来、約 1ヵ月半ぶりの高値となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.29 ドル高の 1バレル＝49.04 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC の主要産油国などが原油輸出を減らすことを確認したことに加え、前日の米原油在庫が予想以上の減少となったことが

引き続き材料視され、買いが優勢となった。終値ベースでは、5月下旬以来約 2ヵ月ぶりの高値となった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、米主要企業が発表した 4-6 月期決算で好業績が続いていることが好感され、主要株価は序盤から堅調な動きとなった。

しかし、その後はマイナス圏まで下落した。その後ダウ平均株価は、再び値を戻す動きとなり、終盤に取引時間中の最高値を更新し、

終値ベースの高値も更新した。ただ、ナスダック、S&P500 はマイナス圏で引けた。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標がまちまちの結果となったことから、反応は限定的となった。ただ、ドルは前日からの

下落に対する反動から主要通貨に対して堅調な動きが続いた。一方、ユーロは企業決算の悪化を受けて、欧州株が下落したことなどが

影響し、ドルや円に対して軟調な動きが続いた。また、米株価が急速に下落に転じたことから、円が買われる動きとなり、ドル円・ク

ロス円は一段の下落となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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